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はじめに

わずかな組織損傷

重症化

40％が大切断



切断後の生存率
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クリニック紹介 外観

薬院駅（地下鉄、バス、西鉄電車）に直結

紙与薬院ビル1Ｆ・2Ｆ



クリニック紹介 透析室

1階32床
2階16床
（個室：3室）



新しく火・木・土の午後透析を開始

透析 月 火 水 木 金 土
午前

（08:30～
10:00
開始）

○ ○ ○ ○ ○ ○

午後
（14:15～

16:30
開始）

× ○ × ○ × ○

夜間
（16:00～

18:00
開始）

○ × ○ × ○ ×



血圧脈波検査装置：BP-203PEⅢ (omron)



皮膚灌流圧測定装置：PAD4000 (KANEKA)



医療連携



原疾患別分類



年齢と性別



平均年齢

全国 67.54歳 62.48歳（-5.06）

男性 66.75歳 62.21歳（-4.54）

女性 68.94歳 63.00歳（-5.94）



糖尿病合併患者



糖尿病患者の男女比



症例

74歳 男性
原疾患 糖尿病性腎症

透析導入日 2015年12月25日
既往 糖尿病歴30年以上

発作性心房細動
（ペースメーカー術後）

シャント作成困難
→長期留置カテーテル



現病歴 2016年4月頃より右第5趾痂皮出現

冷たい
乾燥

無毛

変形
少ない

光沢

部位：
足趾 創部：

黒色

足背・後脛骨
動脈触知不可

神戸分類
血行障害主体
タイプⅡ

SPP
足背 41
足底 32
第5趾 44



疾患受容に至るまで

痛くないし
大丈夫

仕事が忙しいから
入院できない

こんな傷が切断なんて
そんなはずはない

疾患受容患者
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疾患受容患者 家族
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創傷変化を
情報共有

透析毎のフットケア
創傷処置

治療の必要性を
繰り返し説明

足は
大事ですね

ちゃんと
治療します

今までの治療では
不十分だったんですね

疾患受容患者 家族



クリニックの役割



創傷発生時でも

通院透析での創傷管理

透析中の処置で待ち時間なし

透析日以外の通院なし

治療のための転院は短期間



継続的なフットケアの目標

早期発見

早期治療

足を残して歩行させる



ご清聴ありがとうございました。


